
朝の読書の効果に関する議論について
一朝の読書関係単行書における説明の分析一
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【要旨】
本研究の目的は、朝の読書に関する単行書から、朝の読書の効果に関する説明を

抽出し、これまで論じられてきた朝の読書の効果の内容を体系的に整理することで
ある。朝の読書に関する単行書１７点を収集し、「効果」「可能性」等の用語を含む
見出しがあり、５～１０項目を挙げている説明を抽出し、項目と説明の内容を比較・
検討し、体系的に整理した。その結果、その意義として、朝の読書の効果を包括的
に捉えようとしていること等、問題点として、具体的な根拠が示されていないこと、
表現方法が不統一であること等を明らかにした。また、朝の読書の効果に関する説
明を１７項目に分類し、読書活動の直接的な効果に関する１０項目と、派生的な効果
に関する７項目の２つのグループに分け、統一した表現方法で示した。

1．序論
(1)研究の背景
朝の読書とは、小・中・高等学校で、朝の授業開始前に１０分程度、教師と生徒全員が教

室で自分の読みたい本を読む読書活動である。1988年４月千葉県の私立船橋学園女子高校
（現東葉高校）で全校一斉に始まった。それを担ったのが同校教員の林公氏と大塚笑子氏
である。1993年に、同校の実践を報告した『朝の読書が奇跡を生んだ一毎朝１０分、本を
読んだ女生徒たち』（船橋学園読書教育研究会編著、高文研）が出版されてから、マスコミ
で報道され、広く知られるようになった。１０分間行う学校が多いことから、「朝の１０分間
読書」と呼ばれ、略して「朝読書」とも呼ばれる。朝の読書の方法として、「朝の読書の４
原則」（みんなでやる、毎日やる、好きな本でよい、ただ読むだけ）が知られている')。現
在、小学校の７５％、中学校の７６％、高等学校の４２％で朝の読書が行われており２)、朝の
読書を行っている学校では、生徒の読書量や生活態度に変化が認められているが、最近、
朝の読書は「風化しつつある」３）という意見もある。
朝の読書に関しては、林公氏をはじめとする朝の読書を推進する人々の考え方や意見、

実践報告を掲載した多数の単行書（参考文献リスト参照）が出版されており、朝の読書の
意義や効果（以下、効果という）、方法、実践例について詳しく知ることができる。
これらの単行書では、朝の読書の進め方に関する事項と効果に関する事項がしばしば混

ざり合った形で論じられているため、それぞれの内容を把握することは必ずしも容易では
ない。朝の読書の効果に関する理解を深めるには、両者を分離し、過去に遡って整理する
ことが必要である。朝の読書の効果に関する説明は、これまで数回項目にまとめられてい
るが、それを整理した文献はなく、その全体像は理解しにくい。
筆者は、これまで、朝の読書に関する単行書の解説付きリストを作成し4)、朝の読書の
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「私たちは「朝の読書」を読書指導や成績向上のために始めたのではありません｡」（27）
「私たちは読書指導をしようとしたわけではありません。今目の前で悩み苦しんでいる生
徒たちに生きる力を与えたい。（中略）「本を読ませよう」と思ったわけでもありません。
生きる力を身に付けるための多くの手立ての一つとして、たまたま本を読ませることがあ
ったにすぎません」（34)、「受験勉強に疲れ、勉強嫌い、学校嫌いになっている高校生たち
に、今を生き抜く力を身に付けてほしいと願ったからでした」（66)と語っている。
『子どもの学ぶ力を伸ばす｢朝の読書｣」("006)では､「この複雑きわまりない社会で、

(中略)自分の力で生き抜いていくために覚えておいてほしい、いくつかの大切なことを知
らせるためなのです」（37)、「子どもたちに襲いかかっている深刻な事態に（中略）自ら直
接対決する力をつけてもらいたいという願いから､｢朝の読書｣にたどり着いたのです｣(39)、
『朝の読書-その理論と実践』（⑰2007）では、「(ほとんどの教師に）学校を一人ひとりの
生徒が生き生きと生活できる場にしたい」という思いがありました」（157)と述べている。
(2)まとめ
朝の読書は、しばしば読書指導の方法の一つとして挙げられているが、林氏がめざした
ものは､子どもが、元気を出して、仲良く助け合いながら、今の社会を生き抜いていく力、
すなわち、生きる力を身に付けることであり、読書はあくまで手段である。朝の読書の方
法や内容は、この本来の目的と結びついているのであるから、本来の目的を十分理解しな
いと、方法や内容の理解も不十分に終る恐れがある。

３．主要文献に見る朝の読書の効果
朝の読書の効果に関する説明から、先に述べた条件（１章(2)参照）に適合する文献を５
点（参考文献リスト③⑤⑥⑬⑰）抽出した。いずれも林氏の著作である。文献ごとに、説
明の概要（見出しと解説の要約）を示し、次に、内容と表現方法に分けて考察する。
(1)『朝の読書実践ガイドブック』（③1997）（文献1）
1）概要
「第２章「朝の読書」がもたらす効果」では、７項目が挙げられ、次のように説明され

ている。
ア．本を読めない子が読めるようになった
読書が嫌いな子が読書が好きになる｡本を読む楽しさを知り､本の持つ魅力に目覚める。

イ．朝の１０分間が有効に使えるようになった
騒がしい時間が静かに本を読む時間に変わった。これについて、学校に静寂の時間がよ
みがえることによって、子どもたちが自分との対話をできるようになるという江藤淳氏
の意見が挙げられている。
ウ．遅刻が減り、ホームルームに集中し、授業にスムーズに入れる
遅刻の減少は、毎朝自分が楽しいと思う読書から学校生活が始まるためと思われる。
全員が､本を読んで落ち着いた精神状態になっているため､ホームルームが静かになり、
集中できる。
エ．集中力が付き言語能力が伸びる
読書に集中できるようになってくる。授業に対する集中力が高くなる。読み、考え、理
解し、想像し、書けるようになったという生徒の意見が挙げられている。
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目の下の説明は､文献１と同じ部分が多いので、文献ｌと異なるもののみを示す。
1）概要
ア．静寂と集中の時間の確保
朝の読書の時間が静寂と集中の時間となる。

イ．他の活動への波及効果
10分間の静寂と集中がその前後に及ぼす波及効果がある。
遅刻が減り、ホームルームが静かで落ち着いた雰囲気になり、授業にスムーズに入れ、
集中力が高まる。
ウ．本を読む能力の伸長
本を読む時間が取れない生徒に本を読む時間を確保できたことが付け加えられている。

エ．学力の向上
読み､考え､理解し､想像し、書けるようになったという生徒の意見が挙げられている。

オ．日常生活の変化
力．豊かな心と人間関係が育ちます
キ．人間的な成長
ク．教師に与える影響
教育の可能性を信じるようになる。自信を与え、元気になれる。

2）内容
第一に、見出し項目は、文献１とほとんど同じであるが、説明では、一部に新しい説明

が付け加えられている。見出し項目には、「ク．教師に与える影響」が追加され、教師の観
点からも説明されている。
第二に、最初に、「ア．静寂と集中の時間の確保」が置かれ、文献１のイの説明の「静

かに」の意味が掘り下げられている。これによって、読書の持つ「静寂と集中」という本
質的な特徴が明確にされている。他方、「ウ．本を読む能力の伸長」は、説明に新しい内容
を加えた上で、１番目から３番目に移っている。
第三に、「イ．他の活動への波及効果」で、「静寂と集中」の「波及効果」として、「遅

刻が減り、ホームルームが静かで落ち着いた雰囲気になり、授業にスムーズに入れ、集中
力が高まる」が挙げられている。
第四に、具体的な根拠が示されていない。この点はこれまでと同様である。

3）表現方法
。「イ．他の活動への波及効果」では、文献１のウの見出しにあった遅刻の減少、ホームル
ーム・授業への集中が説明に移り、見出しは抽象的な表現になっている。
．「エ．学力の向上」では、文献１のエの見出しの「言語能力」が「学力」に変わり、「言
語能力」は、見出しから説明に移っている。
・オ、力、キは文献１とほぼ同じである。
(5)『すぐできる朝の読書実践マニュアル[小学校編]』（⑬2003）（文献5）
冒頭の「子どもが変わる、学校が変わる」で説明されている。文献３とほぼ同文である。

見出しは文形式である。各項目の下の説明には、一部新しい内容が付け加えられている。
エ．すべての子どもの学力が向上します
言語能力が学力の土台を形成する。朝の読書で基礎学力の低下を補うことができる。
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